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2541. 無知な善行に潜む暴力 

夕食を摂り終え、日記を書こうとしている自分に気づいた瞬間に、日記の意義を再度自分の中で定

義し直した。日記の持つ表現方法の多様性に改めて驚かされる。 

そもそも日本の歴史を遡ってみれば、『更級日記』『和泉式部日記』のように、日記というものが文学

的な価値を帯びる表現形式であったことに気づかされる。日々科学的な論文を読み書きすることや

哲学的な論文を読み進める中で、学術論文が持つ価値と同様に、それが不可避に持つ表現の窮

屈さを頻繁に感じる。 

日記を書き進める中で徐々に見えてきたのは、日記というものはある意味文学的な、小説的な様相

を持たせることも可能であるし、学術論文的な、あるいはそこまでいかなくても評論的な様相を持た

せることができる。それのみならず、詩的な世界を顕現させることも可能なのが日記という表現形式

なのではないかということにはたと気づかされる。その背後には、人間の一生というものがそもそも

真善美の統一体として営まれるものであるということが関係しているかもしれない。 

一人の人間の一生、そして日々の一瞬一瞬には絶えず真善美が立ち現れており、それを全て汲

みし得るのが日記という表現形式なのではないかと思い始めている。欧州での生活が一日一日と

過ぎていく中で、その思いは強まっていく。日々日記を書き留める過程の中で、その思いは増す一

方である。 

今日は夕方まで気温が高い状態が続いた。おそらく夏の通常の時期以上に気温が高かったので

はないかと思われる。夕方の七時半を過ぎた今は一転して、薄い雲が空を覆っており、気温が穏や

かなものになっている。 

今日の昼食後、あるプロジェクトでご一緒させていただいている協働者の方々とオンラインミーティ

ングを行った。その中で、トランジションの時期における支援の重要性に関する話題となった。私た

ちは人生を歩む中で様々なトランジションを経験する。就職、転職、結婚、出産など例を挙げれば

きりがない。 
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とりわけ今日のミーティングで話題に上がっていたように、発達段階を移行するというのは大きなトラ

ンジションである。トランジションの時期におけるケアと支援の欠落は、特に企業社会において顕著

な現象に思えて仕方ない。 

そうした状態の最中に、単純に成長を至上命題とする形で成人発達理論が企業社会の中に入り込

むことには大きな危険性が内包されているように思う。仮に、ある人が一つの段階から次の段階に

移行しようというときに、果たしてその移行をケアする枠組みや支援体制があるのだろうか。私には、

それらは圧倒的に不足しているように思えて仕方ない。そうした状態で成長を急かし、成長を至上

命題とする形で発達理論の知見を活用しようとするのは、「無知な暴力」と形容していいようなもの

に思える。 

関係者の方々の話によると、そうした無知な暴力は現実のものになりつつあることがわかる。発達現

象に伴うトランジション期の揺れの過酷さとそのケアの重要性を改めて問いたいと思うのと同時に、

無知な善行ほど途轍もない暴力になりうるということを再度認識しなければならないということを書き

留めておきたい。フローニンゲン：2018/5/9（水）19:51 

2542. 心の眼を喪失した現代人 

トランジション期のケアについての文章を書き留めた後、私自身が先日行っていた中欧旅行という

のもまさに自分にとってのトランジションの経験の一つであった。より厳密には、特に旅から日常に

戻ってくる時のトランジションの過ごし方をどうするかが、自分にとっての見えない大切なテーマであっ

たように思う。 

旅というのはまさに私たちを日常の外に連れ出し、非日常的な意識に不可避的に参入させる。そ

れゆえに、普段感じないことや考えないことが自分の内側から湧き上がることがある。旅の意義の一

つは、それが私たちを日常から外に連れ出し、もう一度日常を新たな目で捉え直すことを可能にす

ることだろう。それに付随して、自己の変容作用がある。 

日常を新たに眺める感性を獲得し（回復し）、自己に小さな変容を起こすのが旅の本質的な作用で

あるならば、旅の終わり方というのは極めて重要だろうし、旅から日常へと移っていくトランジション

期の過ごし方はとりわけ重要になるだろう。 
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変化が激しく、人工的に構築された激しい時間の流れの中に生きている現代人にとって、旅の終

わり方にせよ、トランジション期の過ごし方にせよ、それらが非常に難しいものになっているのでは

ないかと思う。そもそも、現代人はトランジション期に対する適切な認識を持ち合わせているのだろ

うか。 

季節の移り変わりの微細な差異に気付けないような現代人に、そうしたトランジションなど気づきよう

がないのではないだろうか。花が咲く過程を見守ることができず、早く花を咲かせようとし、咲いた花

だけを見ようとするような現代人に、事物の変化の推移など見えようがないのかもしれない。こうした

現状は、単純に発達という文脈における問題を引き起こすということのみならず、人生における不幸

を引き起こすように思える。 

先日、家の玄関を開けたところにある地面に立派な草木が生えていることを発見した。その立派な

佇まいに私はひどく感動していた。なぜあのような感動があったのだろうか。それはきっと私が長い

冬の時代を過ごし、新たな季節を待ち遠しく思いながら日々を送っていたからだろう。 

それは目の前に見えた草木にとっても同じである。彼らも私もあるプロセスの中にいて、プロセスの

中を生き、プロセスの重要性を知っているのだ。一つの感動が生まれるための長大な時間と経験が

そこにあったことを知る。 

森羅万象の変化に伴う時の流れについて考えたことはあるだろうか。それぞれの事物が変化を経

験するためには、固有の時の流れがある。 

先日私は満月を見た。それはしばらくすれば欠けていく。次の満月がやってくるまでには一定の時

間が必要である。かすかに新月が見えた時、私たちが翌日に満月を見ようと思ってもそれは無理な

話である。なぜなら、月の満ち欠けは私たちの意思とは異なる時間の流れを持っているからであ

る。  

月は私たちとは異なる固有の時間を生きているのだ。だが、私たちは観えようもないはずの満月を

見ようと躍起になる。あるいは、人工的に満月を作ろうとさえする。それに似たことを現代人は至る

所で行っている。母体の中に懐胎した生命が外の世界に誕生するまでの時間。懐胎から誕生まで

のプロセスの意義とその重み。 
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成長発達を急かそうとする馬鹿げた試みに盲目的に重視しようとする現代人。結果だけを追い求

め、結果だけにしか注目をしない、心の眼を失った盲目的な現代人。母体に懐胎した生命を翌日

に引っ張り出して果たしてその後の育成を全うすることができるのか。現代人にその術はなく、結局

は育成を放棄するという無責任な行動に出るに違い無い。 

懐胎から誕生までになくてはならない動かしようのない時間があるのと同様に、人間の変化や発達

が起きるための動かしがたい時間が歴然と存在しているのだ。そうした時間を超えて人の成長や発

達を促すことなどできはしない。それができると思うのは自己肥大の表れであり、無知の表れであ

る。  

心の眼を失い、無知で浅薄かつ無責任な行動を取りがちなのが現代人の特徴であり、そうした人

間を生み出す時代の中に私たちは生きているということをもう一度ここで自覚する必要があるように

思うのは私だけなのだろうか。フローニンゲン：2018/5/9（水）20:19 

No.1010: Meditation in the Icy World 

It is cool or even chilly in the morning in Groningen. I was “meditating” on the “meditation” in 

the icy world. Groningen, 10:51, Wednesday, 6/6/2018 

2543. 涼しげな早朝から 

今朝は五時半に起床し、六時前から一日の活動をスタートさせた。夢によって四時あたりに一度目

を覚ましたが、寝室を離れたのは五時半だった。天気予報の通り、今日は昨日よりも気温が下がっ

ている。一方で、予報よりも少し早く、今この瞬間には小雨が降っている。昨日までの青空とは打っ

て変わり、薄い雨雲が霧のように空を覆っている。これでは今日は朝日を拝むことはできそうにな

い。  

もうすっかりと青々と茂った街路樹を眺めてみると、晴天でないのにもかかわらず、どこか嬉しそうだ。

雨というのは彼らにとってしてみれば天の恵みなのかもしれない。早朝から昼食時にかけて天の恵

みである小雨が降り続けるようだ。 
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今日は午前中に協働プロジェクトに関するオンラインミーティングが一件ほど入っている。このミー

ティングが終わり次第、他のプロジェクトに関するレポートのドラフトを完成させたいと思う。こちらの

レポートに関しては数日間をかけて少しずつ取り掛かっていたものであり、ちょうど今日の仕事をもっ

てドラフトの第一稿が完成するだろう。今日は現在取り掛かっている論文の執筆を行わない。 

明日から三日間連続で論文の執筆に取り掛かる予定であり、今日はあえて論文から離れる。その

代わりに、過去の日記を編集することにまずは力点を置きたい。編集作業に取り掛かるのは午後か

らになるだろうか。この編集作業に並行して、まだ読み切っていない辻邦生先生のエッセー集『永

遠の書架にたちて』の続きを読もうと思う。 

昨日本書を読みながら、励ましを受ける文章や深く内省を促される文章といくつも出会った。今日も

そうした文章と出会えることを期待する。上記の事柄に加えて、今日も作曲実践を積極的に行って

いく。昨日から、久しぶりにモーツァルトの曲に範を求めて曲を作り始めている。 

しばらくモーツァルトの曲を参考にする日が続くかもしれない。昨日参考にしていたのは、モーツァ

ルトが10歳の時に作ったものなのだが、改めてこうした曲を10歳の時にすでに作れたモーツァルト

の能力には驚かされる。モーツァルトの曲を参考にする中で、作曲家が作曲過程の中で感じてい

たであろうことを感じ取ろうとすることの大切さと、彼らが見えていたであろうことを見ようとすることの

大切さに改めて気付く。 

一体彼らには何が見えていて、何を感じていたのか。そして、それらのものをいかように曲という形

で表現して行ったのかを探索していく必要がある。表現内容と表現方法の双方に意識を向け、両

方を自分の存在を通して把握していく。そうした意識のあり方を今日の作曲実践でも絶えず持って

おきたいと思う。 

書斎の窓を開けると、小鳥のさえずりが聞こえてきた。窓から書斎に吹き込んでくる風は涼しい。空

を見上げると、薄い雨雲がどこかに消え去っており、天気予報よりも早く晴れ間を覗かせる予感がし

ている。フローニンゲン：2018/5/10（木）06:18 
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No.1011: A Closed Iced Door 

There is a closed iced door in front of us. We don’t know what kind of world is awaiting us behind 

the door. What do you think about the world when we open the door? Groningen, 09:41, 

Thursday, 6/7/2018 

2544. 気づきの回路 

小雨が降り止み、雨雲が足音を立てずにどこかに消え去った。今は雨を降らすことのないような薄

い雲が空を覆っている。近くから小鳥のさえずりが聞こえて来る。書斎の窓を開けていると、新鮮な

空気のみならず、自然がもたらす様々な音が部屋に入ってくる。そうした諸々の音に意識を向けて

いると、今朝方の夢について思い出した。夢の細部については思い出すことができないが、一つ印

象に残っている場面がある。 

夢の中で私は、画廊を経営する友人のところを訪れ、そこで絵画についてあれこれと話を伺ってい

た。そこには私だけではなく、その友人の知り合いも何人かいた。私以外全ての人物は西洋人であ

り、最初私たちは英語を用いて会話をしていた。友人が私たちを別室に案内し、そこには完成した

絵のみならず、名前のわからない画家の作りかけの作品などが置かれていた。 

友人が一つの作品にかかっている白い布を外し、私たちのためにその絵について説明を始めてく

れた。私の隣にいた若くて小柄なドイツ人がためらいがちにオランダ語を話し始めた。すると、私の

友人もオランダ語を話し始め、そこからは場の全員がオランダ語を話し始めた。私はオランダ語を

十分に習得していないため、そこでの会話に入ることは難しかった。 

なぜ隣にいたドイツ人は突然英語からオランダ語に切り替えて話し始めたのか、またその場にいた

他の全員がそれに合わせるようにしてオランダ語を話し始めたのはなぜなのかを疑問に思っている

ところで夢の場面が変わった。そのような夢のシーンを覚えている。 

その他の場面については記憶が断片的になっているが、一つ重要な気づきが夢の中で得られたこ

とを覚えている。残念ながらその気づきも言葉にすることはできないのだが、非常に大切な気づき

が自分の身体の中を駆け抜けた感覚だけは今も覚えている。 
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重要な気づきというのはもしかすると、私たちが気づかないところですでに私たちの内側を過去に

通ったことがあり、その気づきの再来、もしくはその気づきが何度か訪れることによって初めて、私た

ちはそれが重要な気づきであると認識するのかもしれない。 

これはある種の気づきの回路というものが私たちの中に備わっていることを示唆しているように思う。

気づきというのは絶えず生じているものでありながら、それを気づきとして認識できるまでにはどうや

ら時間がかかるらしい。そうであれば、今朝方の夢の中で触れることができた気づきというのは、こ

れからその回路を太くしていくのかもしれない。今朝方の夢を振り返りながらそのようなことを思う。

フローニンゲン：2018/5/10（木）07:41 

No.1012: A Call of Spiritual Wind 

A cold and spiritual wind blows in the world. A couple of days ago, I heard from my friend that the 

ambience of Pyongyang and Warsaw was similar. I can feel the cold and spiritual wind blowing in 

both cities. Groningen, 10:17, Friday, 6/8/2018 

2545. 表現活動の主題  

今日は午前中に小雨が降った。夕方の四時半を迎えた今は雨は上がっているが、うっすらとした雲

が空を覆っている。昨日に比べると、随分と外は涼しい。今書斎の窓を開け、もう一度新鮮な空気

を取り入れている。 

小鳥の鳴き声が風に運ばれて自分の耳に届けられるのを見届ける時、小鳥の鳴き声も風も、国境

など知らないのだということを知る。この世界を駆け抜けていく小鳥の鳴き声と風。それらの事物に

想像力を働かせ、自分も自己の認識の枠組みの外に出ていく。 

非日常世界の提示と現実世界を別の観点で見ることの提示。それらは密接に関わっており、自分

の表現活動の主題にあるように思える。日記にせよ、作曲にせよ、そうした表現手段を通じて、普段

私たちが見過ごしている日常の側面に気づくような促しをもたらすようなことを私は行いたいのかも

しれない。今この瞬間に見えていることや感じていることを超越したものが常に存在していることの

提示。それが自分の表現活動の根幹にあるようだ。 

© YOHEI KATO 2018 !9



今のところ自分で詩を書くことはないが、詩に対する関心が高まってきている。詩を積極的に読み

たいという衝動の高まりを感じる。過去の偉大な詩人は数限りないが、中でもリルケやマラルメへの

関心は以前より高い。なんとか原語で彼らの詩を読めはしないだろうか、と考える。 

辞書を引きながらでもいいので、彼らが実際に用いた原語で彼らの詩を読んでいく。決して日本語

や英語への翻訳に頼らず、彼らの用いた言葉を通じて彼らの詩的世界の中に入っていく。そんな

ことが実現される日を少しばかり夢想していた。先ほど試しにマラルメの仏語の詩を読んでみた。 

フランス語の分からぬ私に当然それが分かるわけもない。その横に掲載されていた英語の翻訳を

読んでみる。結局その翻訳でもその詩的世界が分からない。おそらく日本語で読んだとしても状況

は同じであろう。現時点で私がマラルメの詩を理解できないことの理由を私は知っている。自己を

深めるということの遠い道のりが浮かび上がってくるかのようだ。 

今朝方、ワルシャワを訪れた時の日記を読み返していた。日記を読み返しながら、ワルシャワの旧

市街の石畳の道を歩いていた時のことを思い出す。その記憶は、パリやコペンハーゲンの石畳の

道を歩いていた時の記憶も喚起した。人生はまるで気まぐれな石畳の道のようであることに気づく。　 

石畳につまづいたと思ったら、そこで輝く石を見つけることができるのだ。石畳の道を歩くこと、つま

づくこと、光り輝く石を見つけること。それら全てが等しく大切であり、どれが欠けてもならない。これ

から夕食に向けて読書を継続させ、作曲実践を夕食後にまた行いたい。フローニンゲン：2018/5/10

（木）16:50 

No.1013: Rhythms of All Creation 

Pulsation of the heart and the earth; I can feel the rhythms of all creation in this reality. 

Groningen, 10:14, Saturday, 6/9/2018 

2546. 表現活動の意義 

遠くの空を覆う幾分濃い雲が、なぜだか風情のある印象を与える。その雲はとても重厚な感じでそ

こに佇んでいる。 
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時刻は夕方の七時半を迎えた。ここ最近は、夕食後のこの時間帯に必ず日記を書いており、ふと

時間を見てそれをここに記していることが多いことに気づく。 

改めて考えてみると、最初に雲の様子を描写したことや、時刻を確認し、それを明記したことには、

自分にとって大切な意味があることに気づく。大抵私は、自分の生活を取り巻く何気ないことから文

章を出発させていることに気づく。それが示唆しているのは、いかに私が自分以外の事物に思考や

感覚を刺激してもらっているかということであり、いかに自分が自己を取り巻く自然現象と一体になっ

て生活を送っているかということである。 

日記で書き綴られる思考・感覚・体験の根幹には、この世界で自分を取り巻く他の存在による働き

かけが常にある。地に足を着けて生きること、地に足を着けて自己を見つめることの根底には、絶え

ず自分ではない何ものからかの働きかけに自覚的になっている必要があるのではないかと思う。 

先ほど、人間の生を豊かにする根幹に想像力と創造力の存在が不可欠であることに気づいた。そ

こに無いものを想像すること、そしてそこに有るもののさらに奥を想像する力。これが日常をどれだ

け彩りあるものに変えてくれるか。 

想像力の枯渇は、生を単色なものに仕立て上げてしまう。今ここには無いものを創造していくこと、

そしてすでにあるものから新たなものを創造していくことが与えてくれる充実感は計り知れない。何

かを創造することは、人間の本能的な働きであり、内外世界の絶え間ない創造に参画する手段が

個人の創造活動であり、こうした参画が私たちに何とも言えない喜びと充実感をもたらすのではな

いか。 

想像することと創造することは、人間要件のうち欠くべからざるものだということを改めて思う。そうし

たことを考えていると、少しずつ芸術の意義や表現活動の意義というものが見えてきた。一つには、

自己を表現することはこの世界の絶え間ない創造運動に参画することであり、それが私たちに生き

る喜びと充実感を与えることを意味するという点である。 

さらには、この現実世界において、画一化の波が刻一刻と勢力を増しており、固有の自己から生ま

れるものを何らかの表現手段を用いて形にしていくというのは、画一化の波を食い止める大切な試

みであり、それがこの世界の多様性を確保することにつながり得るのではないかと思う。 
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また、そもそも表現活動を行う際に要求されることは、これまで見逃していた自己の側面や世界の

側面を見ることであり、ある意味日常を異なる眼差しで見ることであるように思う。見逃していた自己

の側面や世界の側面に気づきを与えること、そして日常を異なる目で捉え直すことの意義もまた計

り知れない。 

これまで気づかなかった自己の側面に気づくことは、より深い自己を通じて生きることを可能にする。

これまで気づかなかった世界の側面に気づくことは、より深まった世界の中で生きることを可能にす

る。 

また、日常を異なる目で捉えることは、日常を一段深い次元で生きることを可能にする。個人の表

現活動が芸術という領域にまで昇華されるためには、多くの課題を乗り越え、長大な時間をかけて

その実践に育んでいく必要があるが、いかなる人の中にも芸術性の種が存在しており、固有の表

現活動によって自己と世界を捉え直す形で日常を深く生きることが可能なのではないかと思う。 

思考が散逸し始めているが、固有の自己の内側から湧き上がるものを形にすることと世界への関与

はつながっており、同時にそれは人生を深く充実したものにしてくれる、という強烈な実感がある。

暮れゆく夕日を見ながらそのようなことを考えていた。フローニンゲン：2018/5/10（木）19:58 

2547. 印象的な二つの夢 

昨日と違う表情を見せる今朝の空。今日は五時過ぎに起床し、五時半あたりから一日の活動を開

始させた。今時刻は六時を回ろうとしている。今朝のフローニンゲンの空は昨日と異なり、空全体が

薄い雲で覆われているということはない。空のうち、大半が青空であり、空の上をいくつかの大きな

雲がゆっくりと東に向かって動いている。東の空に浮かぶ雲は朝日に照らされており、雲の白さがよ

り引き立っている。 

今日はこれからますます晴れの方向に向かうようである。午前中にオンラインミーティングを一件ほ

ど行い、昼食前にはランニングに出かけたいと思う。身体の状態を整えること。これが日々の活動に

どれだけ重要なことかを再度認識する。 
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今朝方、久しぶりに印象に残る夢を見た。実際のところは、ここ数日間においても印象に残る夢を

見ていたのだが、その記憶が断片的なものかつ言語化が難しかったため、日記に書き留めることを

しなかった。だが、今朝方の夢はいくつか鮮明に覚えている箇所がある。夢の中で私は、自分が作っ

た曲をプロの演奏家に演奏してもらう機会に恵まれた。 

自分が作っている曲は、誰かに演奏してもらうことを念頭に置いていないのだが、今回の演奏機会

はとても有り難いものに思えた。同時に、とても恐縮な思いを引き起こすことでもあった。演奏会場

は小さなバーのようなところであり、ステージらしきものはなく、ピアノが一台バーの空間に置かれて

いる。そこに何人の人が集まっていたのかは定かではなく、感覚的にごく少数の人がそこにいただ

けのように思われる。 

いつも短い曲しか作っていないのだが、今回の曲は比較的長いものであり、それを演奏してもらうこ

とになった。この演奏会は、ピアノによる演奏だけではなく、別の楽器を用いることや歌も含まれて

いた。別の楽器が何であるかは、その場にいた私にはよくわからなかった。もしかすると、もう一つの

楽器もピアノだったかもしれない。 

とりわけ記憶に残っているのは、この曲の歌の部分に差し掛かった時、歌手が非常に歌いにくそう

にしていることだった。曲に自ら付したか定かではないドイツ語を必死になって歌おうとする男性歌

手。歌うことを難しくさせていたのは、音域がかなり広いということと、そのリズムにあるようだった。歌

手は苦笑いを浮かべながらもなんとかその箇所を歌い、聞いているこちらも思わず苦笑いが出てし

まった。 

作曲の過程の中で、その箇所は意図的におかしな作りにしており、さらにはその箇所を歌ってもらう

ことを想定していなかったため、仮にその箇所を歌うとなると相当困難だろうなと、歌手の歌声を聴

きながら思っていた。演奏に聴き入っていると、いつの間にやら曲が終わりを告げた。私は自分で

作った曲にどこか感動をしていた。 

確かに、途中に思わず苦笑いが漏れてしまうような箇所があったことは確かだったが、演奏者が見

事に美しい音を響かせてくれたことに大きな感動の気持ちを持っていた。演奏後、演奏者の一人

一人からこの曲に対してコメントがあった。 
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それらのコメントはどれも私を大いに励ましてくれるものであり、コメントを聞いた後私は、「今日の演

奏会が自分の作曲活動の原体験となりました」とお礼の言葉を述べた。自分の曲を聴きながら感動

をしていたということ、そして演奏者から励ましのコメントをもらえたということは、本当に自分の作曲

活動の根幹を形成すると思った。 

そこで夢の場面が変わった。次の夢の場面では、大きなホテルの一階にある食堂にいた。その食

堂のガラス窓はどれも透き通っていて、外の世界をはっきりと認識することができた。私はその食堂

で朝食を摂ろうとしていた。 

ビュッフェスタイルの朝食であり、自分が食べたいと思うものを次々と選んで行った。食べ物を選ん

でいる最中に、どこからともなく友人の歌声が聞こえてきた。どうやら食堂の一角で、高校時代の友

人二人が歌を披露しているようだった。彼らの歌声を聴きながら、自分の体が小刻みに動いてい

く。  

二人の歌声にリズムを取りながら、導かれるようにして私は歩いていた。自分が食べたいと思う大半

の物を選んだ後に、最後におかゆを食べようと思った。おかゆが出てくる機械の前に立ち、ボタン

を押すと、どうも白い液体しか出てこない。おかしいと思ったので近くを通りかかったウェイターに尋

ねてみると、どうやらもうおかゆはないようだった。 

少しばかり残念な気持ちになり、玄米もそこに置かれていなかったため、久しぶりに白米でも食べよ

うかと思ったところで夢から覚めた。フローニンゲン：2018/5/11（金）06:25 

2548. 土地を耕すこと 

起床直後に見えていた雲の塊が東の空の彼方に消え去り、今はもう視界にはほとんど雲が見えな

い。今日は晴れでありながらもとても涼しい一日になるようだ。立派に茂り始めた街路樹が凛とした

佇まいでそこに立っている。葉がほとんど揺れていないところをみると、今日は風も穏やかなようだ。 

今朝方見ていた夢について再度思い返している。特に、最初に見た夢の方だ。夢の中で自分の曲

を聴いた時の確かな感動を再度内側で感じている。また、曲の途中で見られた演奏が難解な箇所

についても改めて考えている。 
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歌手が歌いにくそうにドイツ語の歌を歌っている時の、なんとも言えない苦々しい気持ちと申し訳な

さ。夢の中の体験は、自分の曲がなんらかの感動を引き起こす感覚質を持ち合わせているというこ

とと、その感覚質を真に表現していくための技術的向上の余地を物語っているように思えた。そうし

たこともあり、夢の中の私は、「今日の演奏は自分の作曲活動の原体験になりました」と述べたのか

もしれない。 

昨日の夕方以降、様々な対象についてあれこれと考えていたのだが、考えをうまくまとめていくよう

な文章を書くことができなかった。昨日に考えていたことの一つとして、人は種や芽ばかりを育てよ

うとするが、肝心の土そのものを耕すことを忘れてはしないだろうか、というものだった。とりわけ人間

の諸々の発達現象において、そうした状況は顕著に表れているように思う。種や芽ばかりを育てよう

とするのではなく、それらが育まれるための土壌そのものをより長い目で養っていく必要があるので

はないだろうか。 

長期的な視野を持つことと、種や芽の背後にある土壌を見ることの難しさ。現代人にとって、時間軸

を長くとって思考することや、事物の背景にあるものを捉える認識を持つことは難しいのかもしれな

い。その傾向は日増しに強くなっていく一方だ。種や芽が育っていくための、ある種の経験の土壌

をより豊かにしていきたいと思う。 

もしかすると、私はまだ種を植える段階ではないのかもしれない。まだ土を耕す段階なのだ。実を刈

り取ろうとするなどもってのほかであり、芽を出そうとすることも時期尚早なのだ。とにかくゆっくりと自

らの内側にある土壌を涵養していこうと思う。おそらく欧州で三年目の生活をすることになった導き

はそこにある。焦ることなく、できるだけ豊穣な土地をゆっくりと育んでいくこと。それをこれからの一

つの信条としたい。 

昨日もう一つ考えていたことは、短い曲を作っていくことの意義である。長い曲を作るのではなく、

小節の制限をあえてかけることによって、その制約された空間の中で何かを完結した形で表現して

いくこと。そして、完結されたものを吟味し、そこからフィードバックを得て次の曲につなげていくこと

の大切さ。作曲技術を高めていく際に、短い曲を作っていくことで、一つの完結されたものが生み

出されることへの達成感と喜びを感じ、短い曲を多く作ることによって得られる絶え間ないフィード

バックが大事なように思えてくる。 
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私が短い曲をあえて作っているのは、もちろん技術的な問題もあるが、それ以上に、小さな達成感

と創造の喜びを感じ、それを通じて絶え間ない創造活動に従事したいという思いの表れかもしれな

い。長大な作品を一つ残すのではなく、小さな作品を一万残すこと。 

人生は日々の積み重ねであり、それが結果として一つの長大な物語になっていくのと同じだ。小さ

な作品を毎日作り、それが結果として一つの芸術作品になればいい。そんなことを昨日考えていた。

フローニンゲン：2018/5/11（金）06:51 

2549. 文章の生命力 

雲の大移動が行われている。ほんのつい先ほどまでは全く雲のない青空が目の前に広がっていた

が、今はまたしても大きな雲の塊が空に浮かんでいる。それはゆっくりと東の空に向かって行進をし

ている。今日はどうやら雲の移動日のようだ。 

昨日も日記を書きながら、この日記は日々の思考や内的感覚をもとに内外世界をさらに探求してい

くためのものであるという性質上、字数について意識することをせず、湧き上がってくるものが望まし

い形に落ち着くまで文章を書いていく方が良いと改めて思った。 

自分が考えたことや感じたことを自らの言葉の及ぶ範囲で捉え、言語化できる限りのことを書き留め

ていく。言葉を待っている対象にあるべき量の言葉を与え、対象が必然的な形で外側に出てきたら

そこで文章は完結である。それ以上先に進むことも、その手前で終わることもしない。あるべき場所

でしかるべき形で完結させること。 

実際には、こちらの意思で完結させるというよりも、対象が自然とそこに向かっていくことを見守るこ

とが大切だ。文章の書き始めには、おそらく完結点のようなものが既に存在しており、記述対象は

そこに向かって進んで行く。その進行は紆余曲折があったとしても、進行が起こる瞬間には既にそ

うした帰結点が生まれているように思えて仕方ない。私にできることは、帰結点まで進んで行く文章

を見守ることであり、ひとたび帰結点に文章が到達したら、そこで筆を置くということである。 

それ以上先に進もうとすることは、帰結点を人工的に破壊することであり、その途端に文章から一つ

の力が消える。それは一つの文章を文章たらしめている全体を構成する力、いわば文章に緊密感
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を持たせるような力だと言っていいかもしれない。言い換えると、こうした力は即文章の生命力であ

ると述べてもいいだろう。文章が持つ生命力の正体がまた少し見えてきた。 

それはまさに、こうした帰結点へ向かう力そのものなのだ。厳密には、文章の生命力とは、出発地

点と同時に帰結点を生み出す力であり、文章を出発地点から帰結点へと運んで行く力だと言える

かもしれない。 

これまでの私は、文章の生命力を改変するようなことを無意識的、あるいは時に意識的に行ってい

たように思う。そうしたことを金輪際やめなければならない。とにかく思考や内的感覚をあるべき形で

あるべき場所まで運ぶこと。それだけを意識して日記を書き続けていこうと思う。 

昨日、久しぶりにベートーヴェンのピアノソナタを聴いていた。自分の内側に共鳴するような幾つも

の素晴らしい曲がある一方で、どうも今の私はバッハの楽曲をより好む傾向にあるようだ。どうやら

今の自分の内側の感覚とバッハの音楽世界の質感が合致しているようなのだ。今日はまたバッハ

の曲だけを聴いていこうと思う。 

バッハの曲を聴きながら、本日まず取り組むことは、デスクトップ上に保存している幾つかの論文を

読んでいくことである。以前ダウンロードした論文が随分とデスクトップ上に溜まってしまっており、そ

の整理も兼ねて今日はまずそれらを少し読み進めたいと思う。 

論文をしばらく読み進めたら、今度は過去の日記の編集を行う。一日に多くて20本の編集に留め、

編集作業も小さく着実に進めていく。昼食前にランニングに出かけ、昼食後に作曲実践を行ってか

ら、論文の執筆に取り掛かりたいと思う。今日から三日間は集中して午後の時間帯に論文を書き進

めていきたい。 

既に書かれた論文の手直しを中心に、肉付けするべき箇所の文章をより厚くしていく。三日間論文

の執筆に取り掛かれば、もう九割型は論文が完成したと言ってもいいかもしれない。フローニンゲン：

2018/5/11（金）07:10 
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2550. 優しい時の流れの中で 

ポツリポツリと雲が青空に浮かぶ中、昼食前にランニングに出かけた。ランニングの帰り道に行きつ

けのインドネシア料理店に立ち寄り昼食を購入した。今その昼食を食べ終え、これから午後の仕事

に取り掛かろうとしている。長い冬が終わり、天候に恵まれた季節に入ってきたため、ようやく以前の

ように外に出てランニングをすることができるようになった。 

厳密には、冬の時代もランニングを週に一度はしていたのだが、二ヶ月半ほどのインターンの期間

のみ、ランニングがあまりできなかった。そのため、「以前のように」というのはインターンの前の状態

を指す。 

先週の金曜日に引き続き、今日改めてランニングに出かけてみると、身体を動かすことのなんとも

言えない爽快感を感じた。人間の活動の根幹には身体がある、ということを改めて感じさせてくれる

には十分であった。心身の波が明瞭なものになり、波に活力がもたらされているのを感じる。とにか

くこれからも、身体を動かすことの意義を忘れず、定期的に身体を動かしに外に出かけようと思う。 

さらさらと流れていく小川のような風が吹いている。小川のせせらぎに揺れるかのように、街路樹の

葉が小さく小刻みに揺れている。今この瞬間、自分が優しい時の流れの中にいるような気がする。

とても穏やかな流れ。 

時の中に優しさと穏やかさを見出すことができるのは、私たちの魂の本質に優しさがあるからなのだ

ろうか。一方で、時の流れの激しさも忘れてはならないと思う。なぜなら、魂の本質には優しさのみ

ならず激しさも備わっているからである。優しく激しい魂。 

時の流れは緩やかで激しい。そのようなことを考えながら窓の外の風景を眺めていると、どこかこの

世界の本質には、優しさと激しささえも包み込んでしまうような絶対的な静寂さがあるように思えてく

る。 

どこか自分の心が静かだ。最近特にそれを強く感じる。優しく激しい魂の運動が起こる場そのもの

は静寂であり、魂の向かう先も静寂な場所なのかもしれない。 
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ランニングに出かける前に一つのことを閃き、それをノートに書きつけておいた。それは、自分がこ

れまで積み重ねてきた諸々の学びは現在取り組んでいる創造活動を始めるためにあったのだ、と

いう気づきである。 

科学と哲学の探究を通じて内外世界への認識を深めていく試みは全て、日記や作曲などの創造

活動を行うためにあったのだということに気づかされた。これまで行ってきた全ての探究活動は、内

外世界への理解を深めていくことだけに向かって進んでいたのではなく、深まった理解を通じて形

を残していくための準備として存在していたのだ。 

科学と哲学の探究は創造行為を始める上で不可欠のものであり、今後の創造活動を支える土台で

もある。これからより一層創造活動に打ち込んでいくということはすなわち、科学と哲学の探究を継

続的に行っていくということを意味している。これまでの探究は今日の創造活動の準備であり、今日

の探究は今後の創造活動の準備なのだ。そんなことをノートに書き留めてからランニングに出かけ

たことを思い出す。フローニンゲン：2018/5/11（金）13:33 

2551. 発達段階を取り巻く浅薄な議論 

書斎の窓から青空を眺めていると、少しばかり昔の記憶が思い出された。ちょうど私がマサチューセッ

ツ州のレクティカに所属していた頃の記憶がふと甦ってきた。 

昨今、日本でも成人発達理論の知見が広く知られるようになった。以前にも指摘しているように、現

在のような普及の黎明期において、様々な問題が顕在化されつつある。その中でも以前、発達段

階に関する単純なラベル付けの問題について指摘していたように思う。単純なタイプ分類と同様な

形で発達段階に関する議論が頻繁に見受けられるのが日本の成人発達理論を取り巻く現状かと

思われる。 

以前言及した観点とはまた異なる形でこの点について言及したいと思う。そもそも発達段階モデル

を単純なラベル付けとして活用することの問題は何であろうか。それはこれまで述べてきたように、

私たちは単一の発達段階モデルで特定されるような単一の段階を通じて生きていないという点、つ

まり人間は単一の段階モデルで説明されるほどに単純な存在ではなく、もっとずっと複雑な存在で

あるという点をもう一度確認する必要があるだろう。 
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実際のところ、現在日本で紹介されている発達論者及びそのモデルは、全体から見たら極わずか

な限定的なものでしかない。人間の発達領域は多岐にわたり、それはほぼ無数の数存在すると言っ

ても過言ではなく、それを単一の理論モデルだけをもってして説明しようとすることは暴挙である、と

いうことはこれまで何度も述べてきたように思う。 

それでも相変わらず段階モデルによるラベル張りが横行しているようなので、もう少し段階特性につ

いて説明をする必要があるのかもしれないと思った。これについても「発達範囲」という概念を用い

て説明をしてきたつもりであるが、もっと別の表現で説明をした方がいいのかもしれないと思うに至っ

た。 

そもそも人間の発達段階を議論する上で、ほとんどの人はある大前提を見落としている。それは物

理的測定手法以上に心理的測定手法の妥当性と信頼性は低いということである。議論が心理統計

学の細部に入らないように注意したいが、そもそも外界の現象を物理的測定手法を用いて測定す

る際にも、それが完全に正確なものではないことをもう一度確認する必要がある。 

一見すると気温を正確に計れるように思える温度計、一見すると時間を正確に計れると思えるような

測定機器にも測定上の誤差や信頼区間というものが存在する。「信頼区間」という概念はもしかする

と馴染みがないかもしれないため、それを端的に述べると、例えばある測定機器によって計測され

た数値は、純粋にその数値を結果として示しているのではなく、ある一定の幅においてその結果が

現れるに過ぎないということを示す。 

そして、いかなる発達測定手法もそれが厳密であればあるほど明確な信頼区間の統計情報を提示

している。残念ながら、今日本で普及している発達理論の母体にはそもそも厳格な測定手法という

ものが存在しないものが見られる。 

それにもかかわらず、単純なラベル付けを行うことがまかり通っていることはとても危険な傾向だと

思う。非常に厳密な測定手法、例えば信頼区間が95%のものを用いたとして、その測定手法によっ

て例えばある文脈におけるある能力の段階が10.4だと判明したとしても、その能力が10.4のレベル

にあると言えるのは100回中95回である、と言えるに過ぎないのだ。つまり、100回中5回は全く異な
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るレベルの能力を発揮する可能性があるのだ。それが粗悪なアセスメントになればなるほど、信頼

区間は低下し、そもそも測定される能力の幅がもっと広いものになる。 

現状日本で知られている発達理論のモデルの幾つかは——例としては、『ティール組織』で言及さ

れているスパイラルダイナミクス——、かなり劣悪な測定手法を基にしていると考えておいた方がい

い。特に、測定対象の能力が発揮される文脈設定が曖昧であり、なおかつ能力の要件定義が厳格

ではない。 

要約すると、心理的な測定手法は物理的な測定手法以上に諸々の点において粗いものだという前

提を認識し、発達段階を扱う際にはもう少し慎重な議論をした方がいいのではないかと思う。フロー

ニンゲン：2018/5/11（金）14:13 

2552. 疑似科学としての成人発達理論の広まり 

昼食後、少しばかり論文を読み、日記を書いたところで仮眠を取った。仮眠を取っている最中も、

先ほど書き留めていた件について思考が回っていた。 

午前中に、複雑性科学に関する哲学的な論文“What is Complexity Sciene, Really? (2001)”を読

んでいた時、そこに記載されている科学と擬似科学を分ける基準を興味深く思った。ここであえて

それらの基準を一つ一つ紹介することをしないが、日本において——厳密には欧米も大して差はな

いが——成人発達理論が、擬似科学に区分される基準に基づいて扱われている様子が顕著であ

る。  

科学的な枠組みが擬似科学の枠組みに貶められる形で用いられる際の一つの特徴は、当該理論

に立脚して実践を行う実務家が代替理論に関する知識を著しく欠くというものが挙げられる。この点

についても何度も指摘しているように思うが、とりわけ成人発達理論に関する情報の少ない日本に

おいて、成人発達理論を活用しようとする実務家に見られるのはまさにこの点である。 

ごく少数の権威的な理論に依存する形で——そしてそれらの理論に盲目的に依存していることに無

自覚な形で——、代替理論に関する知識を持たないまま発達支援という実務に取り組んでいる事例

を頻繁に見聞きする。 
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先ほどの日記で言及した、「単純なラベル貼り」という現象も、結局は一つの特定の段階モデルに

囚われていることに大きな要因がある。言い換えれば、代替理論に関する知識不足という状態が当

該問題の大きな要因になっている。代替理論に関する知識を持たないことは、自らが立脚する理

論モデルの限界に対する認識を曇らせる。科学と擬似科学を峻別する一つの基準は、ある科学理

論に内包されている限界を絶えず反証を通じて検証していく姿勢にあると言える。 

端的には、擬似科学には反証可能性の余地が確保されていない。昨今の日本を取り巻く成人発

達理論の言説や実践のあり方には、自らの言説や実践が拠り所にする理論を省みる反証可能性

の余地がほとんど見られない。そこには代替理論に関する知識の欠落と、本来自己の認識の枠組

みから徐々に解放されていくプロセスを解明していくことが本質である発達理論に対する本質理解

の欠如が見られる。つまり、実践者の多くは発達理論という枠組みを、自己の限界を絶えず健全な

批判の目を持って見つめることを促す発達理論の本質を骨抜きにした形で用いていることが顕著

に見られる。 

もう一つの問題は、擬似科学で見られるように、まだ実証的に何も明らかになっていない無数の仮

説を真なるものだと誤認して発達支援を行うことである。これも頻繁に見受けられる問題だ。 

人間の発達現象というのは非常に複雑で奥が深いものであるがゆえに、既存の研究で明らかになっ

ていることは、全体のうちの極わずかに過ぎない。そのため、実証的に明らかにされたことだけをもっ

てして議論を進めることは時に難しいことがあるのは確かだが、それにしても現在広まっている言動

には、実証的に明らかになったこととまだ明らかにされていないことへの認識が極度に低いように思

える。 

何が明らかになっており、何が明らかになっていないのかの区別なく、全てが一緒くたに議論の上

に上がっていることは大きな問題だろう。現在日本社会の中で成人発達理論への関心が高まりつ

つあるのは確かだが、乗り越えていかなければならない問題が山積みであるにもかかわらず、そも

そも問題が問題として認識されない言説空間と実践空間が出来上がってしまっていることに問題が

あるように思う。フローニンゲン：2018/5/11（金）15:07 
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2553. 緩やかな歩み 

今日は早朝の五時半に起床し、六時前から一日の活動を開始させた。今日は土曜日ということもあ

り、辺りはとても静かだ。書斎の窓から見える街路樹がそよ風に揺られている。その揺らぎを眺める

ことは心地よい。一羽の小鳥が少し遠い場所で鳴いている声が聞こえてくる。休日初日の土曜日の

始まりはとても静かだ。 

昨日は論文の加筆修正を行っていた。先週の半ばに行われた二人の博士とのミーティングの内容

をもとに、論文を少しばかり執筆していたのが昨日である。 

昨日は論文の加筆修正をほどほどに、その他の時間は自分の関心に赴く形で随分と多くの論文を

読み進めていた。当初の予定では、今日も論文を加筆修正していこうと思っていたが、自分の内側

の熱を見ていると、今日も自分の関心に基づいた読書を行っていくことが賢明のように思えてくる。 

自分の論文の執筆に関しては焦る必要はなく、明日は今日よりもまとまった時間が取れるため、論

文の執筆に集中して取り掛かるのは明日の方がいいかもしれない。今日のこれからの様子を見て、

そのあたりの判断をしようと思う。 

昨日も相変わらず諸々のことについて振り返りや考察を行い、それらを日記に書き留めていたよう

に思う。実際のところ、昨日日記を多く書いていたように思っていながらも、随分と書き漏れていたこ

とがあることに気づく。昨日は、以前私がお世話になっていたレクティカの設立者であるセオ・ドーソ

ン博士の論文を改めて読んでいた。いくつも印象に残っていることがあるが、改めて成人期以降の

発達というものは緩やかに進んで行くことに気づかされる。 

レクティカの測定手法が活用しているカート・フィッシャーのダイナミックスキル理論におけるレベル

尺度をもとにすれば、私たち成人は、一年から一年半をかけて0.1から0.15ほどしか成長を果たすこ

とができない。その成長率は、学習・実践と内省が伴った場合であり、それらがなければ成長率は

もっと低くなる——全く成長しない場合も当然起こる。レクティカが持つ膨大な実証データからそうし

た結果が明らかになっているのを見ると、つくづく成人の発達というのはゆっくりとしか進行していか

ないのだということがわかる。 
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直面する課題の高度化に伴い、そこで獲得されるべき能力は必然的に高度化していくが、高度な

能力を獲得することを要求されればされるほど、その習得には時間がかかる。昨日は、とりわけ自

分が発達理論という領域に限定した場合に、どのような能力レベルから探究を開始し、現在はどの

ような能力レベルに位置しているのかを考えていた。この七年間の確かな歩みと緩やかな歩み。こ

れからもその歩みは確かなものとしてゆっくりと進んで行く。 

今日の空はライトブルーを帯びており、昨日の早朝とは異なり、柔らかそうな雲が僅かばかり空に浮

かんでいるだけである。今日ものどかな春の一日になりそうだ。フローニンゲン：2018/5/12（土）

06:17 

2554. ⾃⼰と曲とのフィードバックループ 

昨日は二曲ほど曲を作った。毎日の作曲実践はとても充実している。小さな作品を絶えず作ってい

くこと。自分は作曲について解説をする人間ではなく、徹頭徹尾曲を作る人間であるということ。そ

れらをもう一度頭に入れておくことが大切だ。 

昨日曲を作りながら、コンピューターを活用した作曲というのは、仮説検証のサイクルを何度も回す

上で極めて有益であると思った。これまで過去の偉大な作曲家の記念館や博物館をいくつも訪れ

てきたが、そのたびに彼らの自筆の楽譜には打たれるものがあった。 

一方で、当時の作曲実践には科学技術における制約があったのだと知る。もちろん手書きで楽譜

に一つ一つの音符を表していくことにも意義があるだろうが、仮説検証のサイクルを回すという観点

ではそれはあまり望ましくない方法のように思える。 

当時の作曲家は皆、ピアノの前に座って、実際に音を鳴らしながら手書きで楽譜に音を表していっ

たのだろう。現在ではそれがコンピューターを通じて行える。ここで気をつけなければいけないこと

は、技術の活用によって効率的になった作曲プロセスにおいて、いかに当時の作曲家のように身

体感覚を用いながら作曲を行っていくかという点である。だがよくよく考えてみれば、コンピューター

を用いて音の入力作業を行うことと手書きで楽譜に入力することは、作業の外観が違うことは確か
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でも、どちらも共に手を動かしていることには変わらず、コンピューターを用いた作曲が身体を用い

ていないかというと全くもってそうではない。身体の活用のさせ方が違うに過ぎない。 

以前どこかで、コンピューターによるタイピング文化が発達したことに伴い、現代人の手の形が少し

ばかり変形し始めているという話を聞いたことがある。科学技術の進展によって日常の動作が変わ

り、それに応じて身体の形まで変わってしまう可能性について改めて考えを巡らせる。 

手書きの文章にその人の人柄が表れるように、手書きの楽譜にもその作曲家の人柄が表れる。ま

た、一筆入魂のように、手書きで文字や曲を表現していくことの中には魂が宿る。こうしたことをコン

ピューターを活用したとしても実現できる次元にまで日々の実践の質を高めたいと思う。過去の人

間が筆と同一化することによって一筆入魂を果たすことができていたのであれば、現代人にとって

それをコンピューターを活用してできないことはないように思う。 

事実、キーボードと自己の身体の同一化が進んでいる日々の様子を眺めていると、一つのタイピン

グによって生み出される文字や音に魂を入れていくような意識を強く持ちたい。そのようなことを昨

日考えており、改めて作曲においてコンピューターを活用することの恩恵を今朝また振り返ってい

た。上述の通り、とりわけ作曲の初心者である今の私にとって、仮説検証を何度も行えることは最も

大切なことであり、検証結果によってもたらされるフィードバックも大切な要素であると思った。 

日々感じているのは、仮説検証のプロセスの中で音を生み出していき、生み出された音の総体から

絶えずフィードバックを受けているということである。そして、ひとたび曲全体が完成したら、曲からも

またフィードバックを受ける。 

学習において自己アセスメントは非常に大事であり、まさにそうした自己アセスメントを絶え間なく行

う中で作曲実践に励むことができているように思う。音を生み出すごとにフィードバックが次々と自

己になされ、それがある種の自己アセスメントの結果として自己に取り入れられ、それをもとに再び

仮説検証を行っていく。どこかその様子は、自己と曲との間に生まれたフィードバックループと形容

していいものであり、そうした相互のフィードバック関係の中で自分の作曲技術が磨かれ、同時に

曲自身も磨かれていくのだと思う。 
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自己と曲との間にあるフィードバック関係については今後も考察を深めていこうと思う。ここにまた学

習の鍵が存在してそうである。フローニンゲン：2018/5/12（土）06:46 

2555. 緩やかに絶え間なく歩くこと 

今日は薄い雲が空を覆っているが、太陽の光がないわけではない。うっすらと太陽の光がフローニ

ンゲンの街に降り注いでいる。また、涼しげなそよ風が吹いている。 

今日は午前中から随分と多くの論文を読んだ。それらの論文は学習理論に関するものであり、改め

て自らの学習について考えていた。学習を促進していくものは、内外世界との対話であるという認

識が強まる。内面世界だけでもなく、外面世界だけでもなく、二つの世界との対話を積極的に行うこ

とが学習を導いていく。自分を取り巻く外面世界において、いつも未知な事柄にぶつかる。 

そのたびごとに、私は自分でその現象について考えたり、調べ物をしたりする。それはまさに外的

世界との対話の一つのあり方だ。同様に、内面世界についてもいつも同じようなことをしている。こう

した学習を支える動機として、内外世界を知ることへの純粋な喜びだけではなく、内外世界との対

話が絶えず深まっていくことへの喜びがあるように思えてくる。今の自分の真の学習動機は、そうし

た内外世界との対話の深まりにあるのではないかと思う。 

世間では相変わらず人間の成長を急かす論調が後を絶たない。これまで何度も指摘しているよう

に、私たちの成長は想像以上にずっと緩やかにしか進んでいかない。それでも成長を加速させる

方法を望んでいるのであれば、そうした方法がないわけではない。成長を加速させる方法、それは

できるだけゆっくりと自らの足取りで歩くことだ。 

それが結果として最も早く成長を進めていくことにつながる。成長支援に関する世の中の論調はど

れも、ある地点から別の地点へ瞬間移動させることを良しとする発想に基づいているように思えて仕

方ない。それは百歩譲って、その個人が発揮できる最適レベルの発現を促したとしても、その最適

レベルを恒常的に発揮していくための機能レベルの涵養には繋がらない。現在の成長段階で直面

する諸々の課題とゆっくりと向き合い、自らの速度で一歩一歩足を進めて行くこと。それが各人固

有の発達プロセスを最も早く着実に進んで行くことにつながる。 
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来月の半ばから早々に夏期休暇に入る。もちろん、日本企業との協働プロジェクトを継続させてい

くが、再度学術機関から離れ、自分の関心事項に沿った探究をまた旺盛に行うことができることは

喜ばしい。この一年間は休息の年でありながら、同時にそれは欧州でのこれまでの二年間の学び

を深めていく最良の年になる。緩やかに学習と実践を継続させていくことが何よりも大切だ。それが

対象に対する深い理解を構築していく。 

一日に大量に肥料と水を与えても植物は育たない。それは人間の成長にも当てはまるだろう。毎日

肥料と水を少しずつ植物に与え、根を広く深く地中に広げていくように支援していくのと同様のこと

を自分に対しても行う。緩やかな絶え間ない継続。それが自己を深めていく最善の方法である。フ

ローニンゲン：2018/5/12（土）11:55

2556. サティとスクリャービン 

今日は昼食後に知人の方とオンラインミーティングを行い、その後諸々の調べ物をしていたため、

今日はまだ作曲実践をしていない。先ほど夕食を摂りながら、音として日記を綴れるようになるまで

の道のりについて考えていた。それは長い道のりであり、気の遠くなるような長さかもしれない。そう

した長い道のりを毎日一歩だけ前に進めるように尽力しているのが日々の自分の姿だろう。 

目の前の街路樹が夕方のそよ風に揺れるとき、そのそよ風の強さと昨日の風の強さの違いを音で

描き分けたい。同様に、異なる風の強さで揺れる葉の揺らめきの差異を音として表現したい。今見

えている現実世界とは全く異なる世界を知覚した時に内側に喚起される諸々の感覚の一つ一つを

音として表現したい。すなわち、その瞬間に生起する内外の現象の固有の差異を明確に音で描き

分けたいのである。そのような技術的境地に至るには気の遠くなるような時間と膨大な実践量が必

要になるだろう。だが、そこに向かっていくことに関するためらいは一切ない。 

作曲に関する小さな知識と技術を毎日わずかばかりでいいので深めていくこと。小さな差異はやが

て巨大な建築物として姿を表す。 

夕方に調べ物をしている最中、スクリャービンが考案した「神秘和音」というものに関心を持った。す

かさずその和音の構成要素を作曲ノートにメモをした。実験的に近々この和音を活用した曲を作っ
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てみようと思う。調べ物に合わせて、スクリャービンの全てのピアノ曲の楽譜を手元に置いておくた

め、二冊に分けて楽譜を購入した。 

同時に、以前から関心のあったサティの楽譜も購入した。残念ながら、サティに関しては彼の国籍

があるフランスのアマゾンで楽譜を探したが、全ての曲が収められたものはなかった。そのため、入

手できるものの中で一番網羅性が高い楽譜を購入した。 

実は以前、フローニンゲンの街の中心部にある古書店で音楽関係の書籍を探している時、別のコー

ナーに置かれていた神智学に関する書籍がいくつか目に付いた。中でも、ヘレナ・ブラヴァツキー

の自伝か何かに目が止まり、中身をパラパラと確認した。その時は、その書籍を購入することはしな

かった。というのも、神智学を含め、意識の形而上学的な探究に熱を上げる時期は、ジョン・エフ・ケ

ネディ大学に留学していた時を頂点に、それ以降は関心が薄れていたからである。 

だが、以前に古書店を訪れた時にそれらの書籍を手に取って眺めていた自分がいたことを考える

と、未だにそうした領域への関心は途絶えてないのかもしれないと思った。むしろ、今回サティやス

クリャービンの楽譜を購入したことにより、ある種神秘主義的な思想と密接に関わった意識の形而

上学に再び関心を持ち始めている自分がいるように思える。そうした世界観を自分の曲に取り込め

ないか、そしてそうした世界観を曲として表現できないかに強い関心が芽生えてきた。これはまさし

くサティやスクリャービンが辿った道に近いかもしれない。 

ちょうど来週の月曜日に街の中心部に出かける用事があるので、その足で古書店に立ち寄り、改

めて今の自分の関心に合致した古書があれば、それを購入したいと思う。思想的探究にせよ、作

曲実践にせよ、また新しい方向に自分が向かっているのを感じる。毎日小さく一歩を歩むというの

は、こうした変化の連続なのだろう。フローニンゲン：2018/5/12（土）19:56 

2557. 秘教的なものへの関心  

今朝は五時半に起床し、六時前から一日の活動を開始した。穏やかな雰囲気を持つ日曜日の朝。

空はライトブルーの落ち着きを持っており、幾筋かの雲が空に浮かんでいる。今は昨日となんら変

わらぬ晴れた天気なのだが、今日は午後から雷を伴う雨が降るらしい。 
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昨日の朝、かつて哀しみがあったこと、そしてそれが自己の地下水として流れ続けているということ

に気づいた。また、そうした哀しみは、集合的な哀しみにつながっていることを感じている自分がそ

こにいた。個人の根の深くに流れる地下水と集合的な根の奥底に流れる地下水はどこかで必ず合

流するのである。そんなことを静かに考えていた。 

ここ最近はバッハの音楽を聴くことばかりであったが、昨日からサティが残したピアノ曲を聴き始め

た。ちょうど秘教的な選曲集がSpotify上にあり、それをダウンロードすることにした。今日はもしかす

ると、一日中サティを聴くことになるかもしれない。そして明日はスクリャービンのピアノ曲選集を聴く

ことになるだろう。 

二人の作曲家に共通する秘教的なものに関心を示し、そこからふと神智学に関する書籍を探して

いる自分がいた。その時、以前訪れた街の中心部にある古書店を思い出し、そこにブラヴァツキー

の自伝や神智学関連の書籍が置かれていたことを思い出した。これまでブラヴァツキーや神智学

に関する書籍を本格的に読んだことはなく、この夏時間をとってそれらの書籍を読んでいきたいと

思う。日常を見る目や感性というものがどんどん変容していく中で、自分の関心も変容していく。 

そうした変容を経て、再び秘教的・神秘主義的な何かへ関心が戻ってきたことがわかる。それらへ

の関心から再び離れるところまで、今回はそうした秘教的・神秘主義的なものへ深く入っていく必要

がありそうだ。街の古書店で購入する書籍以外にも、いくつか関連書籍を探してみようと思う。また、

井筒俊彦先生が神秘主義思想について書いた書籍が現在書斎の本棚の中にあるため、それもこ

の夏に読んでいきたい。 

今日は午前中に協働プロジェクトに関する資料を完成版にすることと、少しばかり読書を行う。昨日

に引き続き、小林秀雄全集の『モオツァルト』を読み進めていく。年始に日本から持ち運んだ小林

秀雄全集をようやく読み始めることができるようになった。年初に持ち帰ってきたものの、それらを読

もうという意欲が自分の中であまり高まらないでいた。 

自分の内側の変化に伴い、そこに小林秀雄の世界が入ってきた。どこまで彼の世界と関係を持つ

かの判断は今後に委ねたいが、とりあえず全集のいくつかの巻を読み進めていこうと思う。フローニ

ンゲン：2018/5/13（日）06:35 
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No.1014: A Blowing Breeze in Early Summer 

A fresh breeze is blowing in Groningen. Time is running as if it were following the wind. 

Groningen, 10:10, Sunday, 6/10/2018 

2558. 変容の波のうねりの中で 

昨日から精神に小さな揺らぎが起こっているのを感じる。これはとかく否定的なものではなく、むろ

ん肯定的なものでもない。自分の中で何かが揺れている感じがするのだ。そうした揺れが、何とも言

えない倦怠感のようなものを精神に持ち込んでくる。実際に昨日は、いつもと同じように十分な睡眠

時間を取っていたにもかかわらず、午前九時あたりに20分ほど仮眠を取った。 

今朝も昨日と同様に五時半に起床し、六時から一日の仕事を開始したが、昨日のような眠気を引き

起こすような力を自分の内側に感じた。午前八時半を迎えるにあたり、その眠気はもはやほとんど

ないと言えるが、それでも少しばかり精神がぼんやりとしているように思える。振り返ってみると、こう

した現象は過去にも時折見られたことであった。これを引き起こしているのは、単純に季節の変わり

目という要因だけではないだろう。おそらくそれ以外の要因があるはずだ。 

フローニンゲンの街を覆う空が、薄い雲の層で覆われている。覆われるものをさらに覆うもの。そし

て、それをさらに覆っている何か。薄い雲の層で覆われた空から太陽の光がほのかに差し込んでく

る。微光が漂う街の一軒の家の中で、今日も私は自分のなすべきことに従事する。 

先月ワルシャワに滞在している時、欧州での三年目の探究生活に対して少し恐怖を覚えた。なぜ

なら、それが今までよりもより一層激しいものになり、より深い場所へ自己を連れていくことを直感的

に知ったからだ。今はそうした恐怖感の裸体を触ることはなく、精神は随分とくつろいでいる。だが

それでも、欧州での三年目の探究生活を象徴するような始まりをすでに感じ始めており、自分の内

側で並々ならぬ何かが動き始めているのがわかる。 

欧州での二年目の生活は比較的変容の波が落ち着いていたように思っていた。しかし、二年目の

生活の最後のこの時期に、変容の波が再び激しくうねりだした。欧州での三年目の生活はうねりの

ある変容の波の中で過ぎていくかもしれない。そのような予感がする。 
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一昨日、知識や経験の拡張を意味する「差異化」と知識や経験を組成していく「統合化」について

改めて考えていた。自分の内側で日々進行していく差異化と統合。自らの存在にせよ、知識体系

や技術体系にせよ、そうしたものを深めていくためには、差異化と統合化の双方が大切になる。欧

州という土地で生活をすることを通じて、私は日々、新たな知識や経験が自分の内側に流れ込ん

でくるのを感じている。 

本当にそれは毎日怒涛のような流れでやってくる。それでいて厄介なのは、怒涛の流れであるはず

のものが静かな流れの装いを持っていることだ。仮に流れの静けさの中で安心していると、その流

れに自己が溺れていたということにもなりかねない。そのため、流入してきた知識や経験を何とか自

分の中で組織化していくことが不可避に要求されている。 

そうした不可避の要求の結果、私は日々日記の執筆と作曲をしているのだということにはたと気づ

かされた。穏やかな装いの流れに溺れることから自己を救済し、怒涛の流れの中で生きることを支

えてくれるのが、日記を書くことであり、曲を作ることだったのだ。 

欧州での三年目の生活が今年よりも一層激しいものになるのであれば、日記の執筆も作曲もまたよ

り激しいものになるだろう。フローニンゲン：2018/5/13（日）08:45 

No.1015: Celestial Scintillation 

I visited the Lutherse church yesterday and joined an ensemble concert of Bach. Although it has 

been cloudy since the early morning, I can feel celestial scintillation now. Groningen, 09:50, 

Monday, 6/11/2018 

2559. 語られることのないものへ向かって 

今朝方、天国の中を歩くことと地獄の中を歩くことに相違はあるのか、ということを考えていた。フロー

ニンゲンの気温は相変わらず涼しいが、そんな環境にいる自分の内側に地獄の可燃性を見つける

ことができたような気がした。 

思索の糸を毎日紡ぎ出すように日記と作曲を行っていくこと。やはり人は自らを著述しなければ自

らを知ることなどできず、さらには自己を取り巻く世界を知ることなどできないのだということを改めて
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知る。著述の方法は各人様々である。自分の場合は、自然言語による言葉と音楽言語による言葉

で内的感覚を形にしていくことであった。日記と作曲を自己の言葉で続けていくことによって、小さ

く自己の思索が進み、少しは自己理解とこの世界への理解が進むだろうか。そうであることを期待

する。 

欧州での三年目の生活は、過去二年以上に積極的に旅に出かけて行こうと思う。学術機関に属す

ることでしか得られないものがある一方で、そこでは深めることのできないものがあることを知る。そこ

では語られるべきものが暗黙的に設定されており、語られてはならないものも同時に設定されてい

る。それがとても窮屈に思えるようになってきたのはもしかすると今になってのことではないかもしれ

ない。 

この二年間、科学の世界にあえて身を置いた結果として、その世界で行なわれている探究と呼ば

れるものに対して疑いの目が強まってきている。こうした疑いの目の誕生はまさに、学術機関で科

学的な研究を進めていく際に見逃されている真実やそこでは決して語ることの許されていないもの

に自分が気付き始めたことに現れている。 

科学の世界で語り得ぬことを探究するために、私は一旦学術機関から離れるように促されたのかも

しれない。思想的な探究と芸術の探究。どちらも共に、自ら思想を紡ぎ出し、芸術活動に従事する

という点において実践的なものになるだろう。 

来月の半ばに修士論文を提出した時点をもってして、科学の世界では語られないものを、いや、こ

の世界で表立って語られることのないものの探究を旺盛に進めていこうと思う。そうした探究を旅と

共に行っていく。欧州での三年目は、積極的に旅に出かけて行こうとする意思を軸として日々が過

ぎていくだろう。そうした意思が自分の中で芽生え、どこか自分の背中を後押しするような力として

感じられる。フローニンゲン：2018/5/13（日）11:27 

No.1016: Indigenous Gods 

——Probably, the name of anyplace in the world is made of celestial light——Makoto Ōoka 

(1931-2017) 
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Whenever I travel somewhere, I always pay attention to the name of the place. Every name is 

interesting in that it has a unique character, but I always suppose that something exists beyond 

the individual characteristic.  

I can’t help but think that the name of a place is exactly the same as the name of an indigenous 

god. Groningen, 10:56, Tuesday, 6/12/2018 

2560. 新たな刺激 

とても穏やかな月曜日の早朝。昨日は夕方から雷を伴う雨に見舞われたが、一転して今日は青空

が広がっている。雲はほとんど見られず、早朝のこの時間帯は優しい太陽の光がフローニンゲンの

街を包んでいる。 

昨日は久しぶりに、上の階に住むピアニストの友人と話をした。話をする中で、特に作曲実践に関

していくつも有益なヒントを得ることができたように思う。今日は得られたことをもとに作曲実践を進め

ていきたいと思う。改めて、メロディーやハーモニーに対する理解を深めていくこと、対位法やフー

ガの技術に習熟していくことに焦点を当てたい。また、各調に対する自分なりの感覚的イメージを

養っていくことも大切になる。昨日の対話によって得られた事柄を咀嚼し、次の打ち手を明記するこ

とはまだ難しく、今後少しずつ考えをまとめていきたいと思う。 

今日は午前中に、昨日に作りかけであった曲を完成させたいと思う。これはバルトークの曲に範を

求めたものであり、曲としては非常に短いが、短いながらもそれを作る過程の中で、次の作曲につ

ながるような気づきと発見を得たいと思う。 

作曲実践を終えたところで、昨日から読み始めた小林秀雄の全集に取り掛かりたい。昨日は、小林

秀雄と数学者の岡潔との対談が収められた『人間の建設』を読んでいた。二人の対談から考えさせ

られることは極めて多く、今日もこの対談を読み進め、そこで考えさせられた事柄を文章として形に

残しておこうと思う。今日のみならず、ここからしばらくは、手元にある小林秀雄全集を読み進めて

いく。自分の世界の中に小林秀雄の世界が一つの新たな刺激として入ってきたことは喜ばしいこと

のように思える。 
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午後から行うこととしては、今二つの事柄のうち、どちらを行うかについて考えている。一つは、協働

プロジェクトに関するレポートのドラフトを最終稿にすることと協働執筆中の書籍の原稿のレビュー

を完成させることであり、もう一つは、現在取り掛かっている論文を前に進めることである。 

当初の予定では、論文の執筆に時間をかけようと思っていたのだが、午前中の活動の様子を見て

どちらの事柄に従事するのが望ましいのかを判断したい。いずれにせよ、今日も自分の取り組みを

少しずつ前に進めていくような日にしたい。フローニンゲン：2018/5/14（月）07:47 

No.1017: A Hurried Run of Early Summer 

It seems to be chilly today, too. I can hear a run of early summer. Although it sounds hurried, I 

want to posses the breadth of mind. Groningen, 08:56, Wednesday, 6/13/2018
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